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平成２９年４月１２日 

 
南相馬市博物館平成２８年度特別展「櫻井先生のあつめた浜通りの花々  

～櫻井信夫 半世紀、一万点の押し花標本・写真コレクション～」福島大学ステージ 

 
 

 福島大学資料研究所は、平成２９年４月１７日から５月８日まで本学附属図書館１階の展

示スペースにおいて、「櫻井先生のあつめた浜通りの花々 ～櫻井信夫 半世紀、一万点の押

し花標本・写真コレクション～」を南相馬市博物館の共催により、下記のとおり開催いたし

ます。 

 

記 

 

◆主 催（予定） 福島大学資料研究所 

◆共 催（予定） 南相馬市博物館 

◆会 場     福島大学附属図書館１階 展示スペース 

◆期 間     平成２９年４月１７日（月）～５月８日（月） 

         展示解説会：第１回 ４月２１日（金）１７：４５（１０分程度） 

               第２回 ５月 ６日（土）１６：００（２０分程度） 

◆趣 旨 

平成２３年３月１１日に起きた東日本大震災を機に南相馬市小高区在住の植物研究家で

ある櫻井信夫氏の自宅より、約１万点の植物標本や写真コレクションが福島大学へと搬送、

寄贈されました。多くは震災前の福島県の全域にわたる海岸部のもので、特に原発周辺の標

本なども含まれています。震災前の浜通りの植物や植生を物語る数少ない証拠といえます。 

こうした個人コレクションから見えてくる地域の自然を紹介し、復旧・復興に伴って変化

していく自然景観や生物について市民が考える場とすることを目的として、南相馬市博物館

で平成２９年１月１４日（土）～３月２６日（日）に特別展が開催されました。展示資料の

多くを提供した福島大学でも、ほぼ同じ展示を移動展的に開催します。地域の自然を研究す

る研究科の熱意、震災で行われた標本レスキュー作業の様子やそれに関わった人々の想い、

貴重資料の整理や保管に果たした大学の役割、資料に基づいた研究成果などを、福島大学か

ら地域に向けて発信したいと考えています。 

 

【主な展示資料】 

・押し葉標本：福島大学資料研究所所蔵資料 

・大判地図（複製パネル）：福島大学資料研究所所蔵資料，南相馬市博物館複製 

・写真資料：福島大学資料研究所所蔵資料，南相馬市博物館複製 

・調査道具：個人蔵 
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（お問い合わせ先） 
福島大学資料研究所 
共生システム理工学類教授 
黒沢高秀 

電 話：024-548-8201 
メール： 
kurosawa@sss.fukushima-u.ac.jp 
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